
茨城県看護協会が主催する「１日看護体験」で

６日、県西地域の高校生８人が城西病院で看護師

体験をしました。将来、看護師を希望する高校生

を対象に、実際に病院の現場を体験してもらおう

と、毎年開かれています。

高校生たちは午前中、内科病棟、外科病棟、療

養病棟に分かれて、看護師の仕事を見学しながら、

実際にその仕事の一端を体験しました。

午後は、救急性通夜手術室、検査室、CT室、MRI

室、透析室など、普段は入れない場所で、機械や

システムの説明を受けました。手術室は人気で、

放射線の防護服を着たり、無影灯やベッドなどを

体験しました。

結城二高３年の内桶瑞穂さんは「看護師さんた

ちは、知識が豊富で、テキパキと仕事していて、

とてもかっこよかった。人のために働いている仕

事と感じました」と話していました。

今回ただ一人の男性で参加した古河一高３年の五月女

樹生君は「母が介護の仕事でお年寄りと触れ合うのを見

て、看護師として老人と触れ合いたいと思っていました。

ドラマと違い、大変な仕事だと感じましたが、とてもや

りがいのある仕事と思いました」と体験の感想を語って

いました。

鬼怒商業１年の阿部紗季さんは「中学校の時、病院で

看護師さんに優しく声をかけてくれました。その時から

看護師になりたいと思いました。１日看護体験に参加し

て、思ったより大変な仕事と思いましたが、自分の感じ

ていた看護師さんのイメージとは変わりありませんでし

た」と話していました。

平成26年８月６日

未来の看護師、病院体験

透析センターで説明を受ける高校生たち

手術室でさまざまな体験をする高校

生たち（上下）
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